
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東日本大震災・東電福島原発事故は、原発依存のわが国の

電源構成を再生エネルギーにシフトさせる転機となりまし

た。 

しかし、再生エネルギーの急激な普及は、一方で大規模発

電事業者（メガソーラー、大型風力発電）による乱開発・環

境破壊の問題を引き起こしています。 

 『再エネを考えるミニシンポ』では、再生エネルギーをめ

ぐる現状の諸問題を検証（第 1回シンポ）しました。 

第２回シンポでは、地域住民を主体にした“地産地消”の

再生エネルギーのあり方と実践例を学ぶとともに、そのた

めの自治体の役割を考えていきたいと思います。 

主催 東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター 
〒980-0804 宮城県仙台市青葉区大町２丁目 5-10 御譜代町ビル３F/305 号 

電話：022-399-6907  e-mail：miyagi.kenmincenter@gmail.com 

テーマ「地域住民主体、地産地消を土台にした再エネ発電の取り組みを」 

〇 問題提起「再エネ事業者の乱開発、自然破壊への規制―自治体における規制の事例を踏まえて」 

                  遠州 尋美 さん（みやぎ県民センター事務局次長） 

〇 宮城県「再エネ課税」は乱開発の歯止めになるのか    … 宮城県議会議員 金田 基 さん 

〇 地域からの報告＝再エネの地産地消と住民を主体とした再エネ事業の展開＝ 

① ＮＰＯ法人「きらきら発電・市民共同発電所」       … 代表 水戸部 秀利 さん 

② 営農型ソーラーシェアリング発電所    …二本松営農ソーラー 代表 近藤 恵 さん 

  ③ おながわ市民共同発電所                   … 代表 高野 博 さん 

〇 討 論  〇 まとめ（事務局） 

このミニシンポは、ZOOM 配信のみで 

開催します。誰でも自由に参加できます。 

ZOOM の ID・パスコードは 

ミーティング ID  844 9764 3807 
ｇパスコード  716179 

開催日時 

第 1回ミニシンポの問題提起、現地報告のレジメ・資料
は、県民センターのホームページからダウンロードでき
ます。（http://www.miyagikenmin-fukkoushien.com） 


